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国
有
林
野
に
お
い
て
は
、
従
来
か
ら
ス

キ
ー
場
、
野
営
場
、
自
然
休
養
林
等
の
レ

ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
施
設
の
設
置
に
努
め
て

き
ま
し
た
が
、
国
土
の
保
全
、
自
然
の
保

護
、
林
業
経
営
等
と
の
調
和
の
も
と
に
、

さ
ら
に
積
極
的
に
、
国
有
林
野
を
計
画
的
、

か
つ
、
適
正
に
、
国
民
の
保
健
休
養
の
場

と
し
て
提
供
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

昭
和
47
年
度
以
降
に
樹
立
す
る
地
域
施
業

計
画
に
お
い
て
は
、
自
然
景
観
、
森
林
の

保
健
、
文
化
・
教
育
的
利
用
の
現
状
及
び

将
来
の
見
通
し
、
地
域
の
要
請
等
を
勘
案

し
森
林
の
他
の
諸
機
能
と
の
調
和
を
図
っ

た
う
え
で
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
用
に

供
す
る
国
有
林
野
を
「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
森
」
と
し
て
選
定
し
て
き
ま
し
た
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
は
、
自
然
休

養
林
を
始
め
、
自
然
観
察
教
育
林
、
森
林

ス
ポ
ー
ツ
林
、
野
外
ス
ポ
ー
ツ
地
域
、
風

致
探
勝
林
、
風
景
林
の
６
種
類
に
区
分
さ

れ
、
そ
れ
ぞ
れ
対
象
と
す
る
目
的
に
応
じ

た
国
有
林
野
を
選
定
し
て
い
ま
す
。

自
然
休
養
林

自
然
休
養
林
は
、
森
林
を
主
体
と
し
た

風
景
の
優
れ
た
地
域
で
、
自
然
探
勝
、
登

山
、
キ
ャ
ン
プ
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、
温
泉
浴

な
ど
多
様
な
森
林
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を

楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
当
局
管
内
に
は
20

箇
所
選
定
し
て
い
ま
す
。

代
表
的
な
自
然
休
養
林
の
１
つ
と
し
て
、

東
京
都
八
王
子
市
に
位
置
す
る
高
尾
山
を

設
定
し
て
お
り
、
都
心
か
ら
最
も
近
距
離

に
あ
る
天
然
林
と
し
て
知
ら
れ
、
春
の
新

緑
と
秋
の
紅
葉
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る

自
然
景
観
を
有
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
山
稜
の
桜
並
木
も
有
名
で
、
春

の
開
花
期
に
は
美
し
い
花
の
ト
ン
ネ
ル
が

現
出
し
、
年
間
を
通
じ
２
０
０
万
人
以
上

の
方
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

高
尾
山
は
も
と
も
と
高
尾
山
薬
王
院
の

御
朱
印
地
で
あ
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
地

域
内
に
は
老
木
の
ス
ギ
並
木
や
滝
を
利
用

し
た
修
行
地
等
が
あ
り
、
昭
和
２
年
に
ケ
ー

ブ
ル
カ
ー
が
建
設
さ
れ
て
以
降
は
容
易
に

山
頂
に
到
達
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
富
士

山
も
眺
望
で
き
る
こ
と
か
ら
よ
り
一
層
注

目
さ
れ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
平
成
19
年
に
は
ミ
シ
ュ
ラ
ン

ガ
イ
ド
で
最
高
ラ
ン
ク
の
三
つ
星
の
観
光

地
に
選
出
さ
れ
た
こ
と
も
加
わ
り
、
海
外

か
ら
の
観
光
客
も
増
加
し
て
い
ま
す
。

自
然
観
察
教
育
林

自
然
観
察
教
育
林
は
、
自
然
を
楽
し
み

な
が
ら
植
生
、
野
鳥
な
ど
の
観
察
や
森
林

の
働
き
な
ど
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
、
近
隣

市
町
村
の
小
中
学
生
の
自
然
科
学
教
育
な

ど
に
適
し
た
森
林
を
選
定
し
ま
す
。

森
林
ス
ポ
ー
ツ
林

森
林
ス
ポ
ー
ツ
林
は
、
キ
ャ
ン
プ
、
ク

ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
、
フ
ィ
ー
ル
ド

ア
ス
レ
チ
ッ
ク
、
サ
イ
ク
リ
ン
グ
等
森
林

を
主
体
と
す
る
ア
ウ
ト
ド
ア
ラ
イ
フ
に
適

し
た
地
域
を
選
定
し
て
お
り
、
多
く
の
方

に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

野
外
ス
ポ
ー
ツ
地
域

野
外
ス
ポ
ー
ツ
地
域
は
、
ス
キ
ー
場
、

パ
ブ
リ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
場
、
総
合
運
動
場
等

の
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
ホ
テ
ル
、
民
宿
等
の

滞
在
施
設
等
の
設
置
に
適
し
た
地
域
を
選

定
し
て
い
ま
す
。

代
表
的
な
地
域
の
１
つ
と
し
て
、
新
潟

県
の
苗
場
が
あ
り
、
国
内
最
長
の
ゴ
ン
ド

ラ
（
全
長
約
5
㌔
㍍
）
を
利
用
し
、
冬
は
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「
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
の
管
理
経
営
に
つ
い
て
」

計
画
保
全
部

保
全
課

登山客で賑わう４号路（みやま橋）

高尾山一丁平から望む富士山（赤富士）

山本不動森林スポーツ林

（福島県棚倉町）



ス
キ
ー
場
と
し
て
初
級
者
か
ら
上
級
者
ま

で
楽
し
め
る
コ
ー
ス
が
満
載
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
年
齢
に
応
じ
た
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
、
初
夏
か
ら
秋

に
か
け
て
は
新
緑
や
紅
葉
を
楽
し
む
方
で

賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

風
景
林

風
景
林
は
、
名
所
、
旧
跡
等
と
一
体
と

な
っ
て
優
れ
た
景
観
を
作
り
出
し
て
い
る

地
域
を
選
定
し
て
お
り
、
展
望
台
や
休
息

地
、
道
路
等
か
ら
眺
望
で
き
る
美
し
い
森

林
で
す
。

風
致
探
勝
林

風
致
探
勝
林
は
、
湖
沼
、
渓
谷
と
一
体

と
な
っ
て
優
れ
た
自
然
美
を
構
成
し
て
い

る
森
林
、
多
様
な
樹
種
・
林
相
か
ら
な
り

明
暗
・
色
調
に
変
化
を
有
す
る
森
林
等
で

あ
っ
て
休
養
施
設
、
宿
泊
施
設
等
の
設
置

に
よ
り
森
林
内
に
お
け
る
休
養
活
動
を
助

長
す
る
こ
と
に
適
し
た
地
域
を
選
定
し
て

い
ま
す
。

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
の
設

定
見
直
し

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
は
制
度
創
設

か
ら
相
当
期
間
が
経
過
し
、
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
が
大
き
く
変
化
し
た
こ
と
、
施
設
の
老

朽
化
等
が
進
み
維
持
管
理
の
た
め
の
体
制

が
整
わ
な
く
な
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
今

後
の
施
設
の
整
備
や
維
持
が
期
待
で
き
な

い
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
平
成
27
年
４
月
に
「
「
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
」
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
対
策
の

運
用
に
つ
い
て
」
が
改
正
さ
れ
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
の
森
の
設
定
見
直
し
を
行
う

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

設
定
の
見
直
し
に
あ
た
っ
て
は
利
用
者

の
動
向
及
び
今
後
の
見
通
し
、
整
備
の
実

現
可
能
性
、
地
元
自
治
体
を
始
め
と
す
る

地
域
関
係
者
の
意
向
・
協
力
体
制
等
に
つ

い
て
総
合
的
に
検
討
し
、
設
定
目
的
が
失

わ
れ
た
地
区
、
利
用
者
の
低
位
な
地
区
、

今
後
の
施
設
の
整
備
や
維
持
が
期
待
で
き

な
い
地
区
、
管
理
に
あ
た
っ
て
地
域
関
係

者
の
協
力
が
得
ら
れ
な
い
地
区
に
つ
い
て

は
、
原
則
廃
止
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

今
後
も
、
公
益
重
視
の
管
理
経
営
の
一

層
の
推
進
を
旨
と
す
る
方
針
の
下
、
地
域

振
興
に
も
寄
与
す
る
魅
力
あ
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
を
提
供
す
る
た
め
、
地
域
関

係
者
の
意
見
を
踏
ま
え
た
管
理
経
営
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。
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ドラゴンドラと紅葉
苗場スキー場

今
月
の
表
紙

「
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
と
シ
カ
防
護

柵
」伐

採
跡
地
の
再
造
林
経
費
縮
減
の
取
組
と

し
て
、
コ
ン
テ
ナ
苗
の
植
栽
を
行
っ
て
い
ま

す
。

コ
ン
テ
ナ
苗
の
優
れ
て
い
る
点
は
、

①
植
え
穴
が
小
さ
く
植
付
け
作
業
が
効
率

的

②
活
着
率
や
初
期
成
長
に
優
れ
る

③
植

栽
可
能
時
期
が
長
い

等
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

伊
豆
地
域
は
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
生
息
個
体

数
の
増
加
に
よ
り
、
農
林
業
へ
の
被
害
が
甚

大
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
息
密
度
及
び
生
息

個
体
数
の
管
理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

伊
豆
森
林
管
理
署
で
は
、
職
員
実
行
で
有

害
鳥
獣
捕
獲
（
く
く
り
罠
に
よ
る
捕
獲
）
に

よ
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
捕
獲
を
行
っ
て
い
ま
す

が
、
植
栽
し
た
苗
木
の
食
害
被
害
防
止
の
た

め
シ
カ
防
護
柵
設
置
は
不
可
欠
で
、
低
コ
ス

ト
化
に
向
け
て
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

那須道路風景林（栃木県那須町）



国
有
林
で
は
、
生
物
多
様
性
保
全
を
確

保
し
た
上
で
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
森

林
の
管
理
経
営
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
こ

の
た
め
、
生
物
多
様
性
に
関
す
る
知
見
を

蓄
積
・
活
用
で
き
る
国
有
林
職
員
の
育
成

を
目
的
と
し
て
「
生
物
多
様
性
保
全
研
修
」

を
実
施
し
ま
し
た
。

本
年
度
の
研
修
は
、
５
月
16
日
～
20
日

の
５
日
間
の
日
程
で
、
７
名
の
研
修
生
の

参
加
の
も
と
座
学
と
現
地
実
習
を
実
施
し

ま
し
た
。

初
日
と
最
終
日
の
座
学
で
は
、
国
有
林

に
お
い
て
生
物
多
様
性
の
保
全
を
目
指
す

意
義
や
、
希
少
種
の
保
護
と
森
林
施
業
等

の
調
整
の
事
例
等
、
基
礎
的
な
知
識
の
習

得
に
努
め
ま
し
た
。

猛
禽
類
調
査
の
実
習

２
日
目
及
び
３
日
目
は
群
馬
県
み
な
か

み
町
の
「
赤
谷
の
森
」
に
お
い
て
、
（
公

財
）
日
本
自
然
保
護
協
会
の
出
島
氏
か
ら
、

森
林
性
の
猛
禽
類
で
あ
る
イ
ヌ
ワ
シ
や
ク

マ
タ
カ
を
指
標
と
し
た
森
林
管
理
の
具
体

的
な
取
組
を
説
明
い
た
だ
い
た
後
、
双
眼

鏡
や
望
遠
鏡
を
用
い
て
実
際
に
猛
禽
類
調

査
を
体
験
し
、
イ
ヌ
ワ
シ
が
つ
が
い
で
飛

翔
し
て
獲
物
を
探
し
て
い
る
行
動
を
観
察

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

猛
禽
類
の
保
護
と
森
林
資
源
の
循

環
利
用

４
日
目
は
、
森
林
資
源
の
バ
イ
オ
マ
ス

利
用
を
推
進
し
て
い
る
群
馬
県
上
野
村
の

国
有
林
に
お
い
て
、
ク
マ
タ
カ
等
の
猛
禽

類
の
生
息
環
境
を
保
全
し
つ
つ
、
森
林
資

源
の
循
環
利
用
を
図
る
た
め
の
伐
採
計
画

の
状
況
を
説
明
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
上
野
村
の
木
質
バ
イ
オ
マ
ス

の
利
用
状
況
に
つ
い
て
、
上
野
村
振
興
課

の
佐
藤
氏
か
ら
説
明
い
た
だ
き
、
研
修
生

も
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

研
修
を
終
え
て

研
修
生
か
ら
は
「
猛
禽
類
は
森
林
施
業

の
実
施
に
当
た
っ
て
、
や
っ
か
い
な
も
の

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
っ
た
。
今
回
の
研

修
で
、
生
物
多
様
性
を
保
全
す
る
の
に
必

要
な
こ
と
は
我
慢
で
は
な
く
攻
め
の
姿
勢

で
保
全
・
保
護
と
利
用
を
結
び
つ
け
て
い

く
こ
と
、
全
て
は
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
だ

と
感
じ
た
」
「
国
有
林
が
地
域
と
連
携
す

る
こ
と
の
重
要
性
を
知
っ
た
。
そ
の
た
め

に
は
関
係
者
に
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
が

重
要
」
等
の
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。

研
修
生
が
そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
に
戻
り
、

今
回
の
研
修
で
得
ら
れ
た
知
見
が
活
か
さ

れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。
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猛禽類調査を体験する研修生

「
平
成
28
年
度
生
物
多
様
性
保
全
研
修
に
つ
い
て
」

計
画
保
全
部

計
画
課

研修生が観察し撮影したイヌワシのつがい

猛禽類を観察するための機材の取扱方法

について説明を受けている様子



小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
護
地
域
で

は
、
過
去
に
一
度
も
大
陸
と
陸
続
き
に
な
っ

た
こ
と
の
な
い
海
洋
島
で
独
自
の
進
化
を

遂
げ
、
他
で
は
見
ら
れ
な
い
貴
重
な
野
生

動
植
物
は
外
来
種
に
対
し
て
非
常
に
ぜ
い

弱
で
あ
り
、
人
の
生
活
と
と
も
に
燃
料
用
、

飼
養
動
物
、
貨
物
に
紛
れ
込
ん
で
上
陸
し

た
動
植
物
な
ど
に
よ
っ
て
、
存
続
が
危
ぶ

ま
れ
て
い
る
種
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
小
笠

原
諸
島
で
固
有
の
森
林
生
態
系
を
取
り
戻

す
取
組
を
進
め
て
い
ま
す(

第
137
号
既
報)

。

具
体
的
に
は
、
ア
カ
ギ
、
ギ
ン
ネ
ム
、

モ
ク
マ
オ
ウ
な
ど
の
外
来
植
物
を
駆
除
し

て
い
ま
す
が
、
①
ア
カ
ギ
は
萌
芽
力
が
強

く
、
伐
採
し
て
集
積
し
た
輪
切
り
の
と
こ

ろ
か
ら
芽
が
吹
き
、
②
ギ
ン
ネ
ム
は
土
壌

に
埋
ま
っ
た
埋
土
種
子
が
20
年
後
に
も
発

芽
す
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
駆
除
地
の
状

況
を
見
な
が
ら
、
繰
り
返
し
た
作
業
が
必

要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

駆
除
に
当
た
っ
て
は
、
小
さ
い
も
の
で

あ
れ
ば
抜
き
取
り
、
ダ
ム
集
水
域
以
外
な

ど
で
は
法
令
等
に
よ
り
許
可
さ
れ
た
農
薬

を
用
い
た
駆
除
、
村
民
や
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

の
利
用
が
可
能
な
ル
ー
ト
周
辺
や
下
層
に

希
少
植
物
な
ど
が
繁
茂
し
て
い
る
場
所
な

ど
で
は
、
入
林
者
の
危
険
防
止
や
植
物

保
護
の
た
め
特
殊
伐
採
な
ど
の
方
法
を

用
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
駆
除
に
当
た
っ
て
は
、
植
物
、

鳥
類
、
昆
虫
類
、
陸
産
貝
類(

カ
タ
ツ
ム

リ
類)

、
陸
水
動
物
（
フ
ナ
ム
シ
な
ど
）

に
つ
い
て
の
事
前
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
薬
剤

使
用
箇
所
の
水
質
・
土
壌
な
ど
の
事
後
モ

ニ
タ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
駆
除
が
野
生
動

植
物
に
影
響
を
与
え
て
い
な
い
か
確
認
し

て
い
ま
す
。

父
島
や
母
島
で
は
標
高
百
メ
ー
ト
ル
で

も
雲
霧
が
発
生
す
る
場
所
が
あ
る
な
ど
、

気
象
条
件
や
立
地
条
件
の
違
い
か
ら
、
同

じ
島
の
中
で
も
異
な
る
進
化
や
植
生
が
見

ら
れ
る
た
め
、
外
来
植
物
を
一
気
に
駆
除

す
る
わ
け
に
は
い
か
ず
、
周
辺
環
境
に
配

慮
し
た
作
業
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

な
お
、
大
き
く
な
り
す
ぎ
た
外
来
種
の

駆
除
は
、
そ
の
地
域
の
光
環
境
や
土
壌
環

境
に
大
き
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

駆
除
し
た
後
か
ら
ま
た
外
来
植
物
が
再

度
繁
茂
し
な
い
よ
う
、
周
辺
に
あ
る
植
物

の
生
育
状
況
を
見
な
が
ら
駆
除
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。

さ
ら
に
、
外
来
植
物
に
よ
り
作
ら
れ
た

自
然
環
境
で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
を
利
用
・

順
応
す
る
固
有
の
野
生
生
物
が
見
ら
れ
る

こ
と
か
ら
、
そ
れ
ら
の
生
物
が
本
来
あ
る

べ
き
生
息
環
境
で
暮
ら
せ
る
よ
う
外
来
植

物
の
駆
除
速
度
に
も
配
慮
が
必
要
と
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。

（５）平成２８年７月２９日 関 東 森 林 管 理 局 第１４５号

外来種が生育した森

アカギの伐採後

特
殊
伐
採
と
は
、
周
辺
の
樹
木
な
ど
を
傷

つ
け
な
い
よ
う
、
専
門
の
技
術
を
有
し
た
作

業
従
事
者
が
木
の
上
に
登
り
、
樹
木
の
先
端

か
ら
枝
や
幹
を
少
し
ず
つ
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
で

伐
っ
て
ロ
ー
プ
で
下
ろ
し
、
下
ろ
し
た
樹
木

も
さ
ら
に
周
辺
の
植
物
を
傷
つ
け
な
い
よ
う

吊
し
た
ま
ま
で
枝
を
落
と
し
ま
す
。
社
寺
な

ど
の
樹
木
を
伐
採
す
る
際
に
用
い
ら
れ
て
い

る
方
法
で
す
。

外来種駆除後の昆虫モニタリング

小
笠
原
の
森
林
へ
の
心
遣
い

小
笠
原
諸
島
森
林
生
態
系
保
全
セ
ン
タ
ー

アカギの特殊伐採



私
が
勤
務
す
る
水
沼
森
林
事
務
所
は
、

群
馬
県
東
部
の
桐
生
市
と
み
ど
り
市
に
所

在
し
、
面
積
は
約
７
千
㌶
で
す
。

百
名
山
で
有
名
な
赤
城
山
が
北
西
の
稜

線
上
に
あ
り
、
栃
木
県
日
光
か
ら
流
れ
る

渡
良
瀬
川
が
管
内
中
央
部
を
流
れ
、
近
く

に
は
市
営
の
キ
ャ
ン
プ
場
が
２
カ
所
所
在

し
、
国
産
材
の
供
給
の
場
で
あ
る
と
と
も

に
、
登
山
や
ハ
イ
キ
ン
グ
な
ど
市
民
の
憩

い
の
場
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
困
っ
た
こ
と
が
一
つ
あ
り
ま

す
。
そ
れ
は
、
人
工
林
に
シ
カ
や
ク
マ
に

よ
る
獣
害
が
拡
大
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

現
行
の
対
策
と
し
て
防
護
柵
、
単
木
被

覆
、
薬
剤
塗
布
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、

経
費
は
初
期
保
育
費
の
多
く
を
占
め
て
い

ま
す
。

当
所
で
は
、
剥
皮
被
害
対
策
の
発
想
を

転
換
し
次
の
よ
う
な
取
組
を
試
行
し
て
い

ま
す
の
で
紹
介
し
ま
す
。

当
事
務
所
が
着
目
し
た
の
は
皮
剥
ぎ
が

さ
れ
に
く
い
有
用
広
葉
樹
の
植
栽
と
こ
れ

を
通
直
に
仕
立
て
る
造
林
方
法
で
す
。

広
葉
樹
は
針
葉
樹
と
比
較
し
て
一
般
的

に
木
材
と
し
て
利
用
さ
れ
る
ま
で
の
成
長

期
間
や
製
材
品
へ
の
乾
燥
の
容
易
さ
で
は

劣
る
も
の
の
、
住
宅
資
材
や
家
具
材
な
ど

で
は
広
葉
樹
独
特
の
質
感
や
耐
久
・
加
工

性
で
優
れ
て
お
り
、
将
来
に
渡
っ
て
需
要

は
高
い
と
考
え
ま
す
。

中
で
も
、
木
理
の
美
し
い
ケ
ヤ
キ
や
水

湿
に
強
い
ク
リ
、
キ
ノ
コ
栽
培
に
も
応
用

で
き
る
ナ
ラ
な
ど
は
利
用
価
値
の
高
い
樹

種
で
す
。

こ
れ
ら
広
葉
樹
の
利
点
は
、
枝
葉
を
食

害
さ
れ
る
高
さ
に
生
長
す
る
ま
で
は
薬
剤

塗
布
な
ど
の
対
策
を
施
す
必
要
は
あ
る
も

の
の
、
樹
高
が
３
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
も
な

れ
ば
獣
害
対
策
は
ほ
ぼ
必
要
な
く
、
ま
た
、

ぼ
う
芽
更
新
や
埋
土
種
子
か
ら
の
実
生
も

見
込
め
、
造
林
経
費
の
大
幅
な
コ
ス
ト
ダ

ウ
ン
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
、
当
事
務

所
管
内
で
は
試
験
的
に
ケ
ヤ
キ
を
植
え
て

い
ま
す
。

広
葉
樹
の
植
付
本
数
を
減
ら
す
一
方
で

通
直
な
材
を
得
る
た
め
に
、
天
然
に
生
じ

た
樹
木
と
競
合
さ
せ
て
初
期
成
長
を
縦
方

向
へ
と
導
く
こ
と
が
必
要
と
考
え
、
天
然

生
稚
樹
の
う
ち
有
用
広
葉
樹
は
選
木
し
て

保
残
す
る
こ
と
も
行
っ
て
い
ま
す
。

森
林
は
、
多
く
の
動
物
の
住
み
家
や
食

料
な
ど
、
生
態
系
の
基
本
で
あ
り
、
水
源

涵
養
機
能
や
国
土
保
全
機
能
な
ど
私
た
ち

の
生
活
に
も
直
接
関
わ
っ
て
い
ま
す
。

健
全
な
森
林
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に

も
、
個
体
調
整
な
ど
も
含
め
た
獣
害
対
策

の
効
果
的
な
取
組
を
考
え
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。

平成２８年７月２９日 関 東 森 林 管 理 局 第１４５号（６）
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赤城山はどこからでも見えるので、県民の道標です

獣害を受けたスギ壮齢林

クリの木は意外と通直に仕立て安い

造林地内のケヤキ保残木


